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O腸チフス、パラチフス　S．呼pbi，S．Par叫押混A

gL9軌やヾ聴入イ烈

イ沫、、インド呆げ

経口摂取されたチフス菌は小腸粘膜M細胞から侵入、〔菌血〕症を起こし、全身感染症

としての病像を呈する。下痢がみられるのは1／2の症例。便秘（1／5）にもなる。

〔病態〕

′第1過ヽ／第2週→

菌→小腸リンパ組織→血中→肝・脾→血中

106～109＼、－潜伏期　J　＼、－発熱→

血中に

菌を認める

糞便培養に

菌を認める

第1病過…発熱、比較的徐紺1）0　　2弼ど卯、しゲも数人宣、消えろ

第1病週の終わりに塵塵（書2）や三三疫＊3）（直径2－4mm）を認める。

＊1，2，3：チフスの3症候

これヰヾ、廟縞つし一書帆．

第2病過…歯は、肝・牌で増殖、肝脾腫となる。

熱は40℃以上で稽留（2－4週間続く）。

昏迷状態植Oidst誠eになることも多い。

第3病過…腸出血、腸穿孔が起こりやすく、注意が必要。

衝．－ラ絶勝炎

第4病週…解熱、回復に向かう。

〔治療〕

クロラムフェニコールが第1選択薬であるが、我国ではニューキノロン、第3代セフェム注射剤

に移行している。

漂わ只。米久血、已∨。白。如れ　←二と舶如

C轟仰XOれ色〔nRX）、C読札畠山已〔CTリ←取掛汀糾

久g晶伽yCtn　　　　　　←マフロラ雄二NQ卵史跡虜倉

NQヒnFX車券照ウヾ多い、iD～（串間う斬ウヾ線卑

↓

嘆願櫓着くニ行ろ町絃性ウである持損
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